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行政との医療連携協定と健康づくり・
医療人材確保の活動について

福島県医師会副会長

　　　　木　村　守　和

はじめに
　いわき市医師会からいわき市に提案し2022
年₄月に、いわき市・いわき市医師会・いわ
き市病院協議会の三者による地域医療連携協
定を締結しました。
　連携協定締結後、様々な課題について包括
的な協議が進められており、健診・がん検診
受診率向上のための新たな取り組みなど具体
的な活動に結びついてきております。
　また、少子高齢化の中で喫緊の課題である
医療人材確保の活動について、現状を報告い
たします。

₁　山形県医師会と山形県の協定の経験を学
んで

　2021年₉月に行われた東北医師会連合会総
会並びに学術大会において、山形県医師会会
長の中目千之先生が山形県・山形県医師会・
山形大学医学部との間でコロナ対策に関して
協定書を締結したことで連携が緊密化したこ
とを報告されました。

　中目先生から懇親会の場で、県と協定を結
ぶことにより県はその内容について文書化す
るため、その後の連携に役立ったとのことで
した。
　いわき市といわき市医師会は、地域医療体
制・地域包括ケアなどに関してこれまでも良
好な連携関係を築いてきておりました。しか
し、今後ますます困難となる状況が予想され
るため、新しい市長と医療連携に関する協定
を締結し連携を強めることが有効な方法であ
ると考えました。
　同10月の理事会で協議した上で、いわき市
に対し医療連携協定の締結を呼びかけまし
た。

₂　いわき市・病院協議会との医療連携協定
の締結

　その後の協議の中で、2007年₈月に「いわ
き市における医療の確保に関する協定書」が
いわき市・いわき市医師会・いわき市病院協
議会の三者により締結された経緯があるた
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め、今回の協定も同様に三者で行うことにな
りました。
　今回は「いわき市における医療連携に関す
る協定書」として、①地域医療　②医療人材
確保　③新型コロナ対策　④災害対応　⑤学
校保健および教育　⑥地域や職域における健
康づくり　⑦地域包括ケアなど、医師会が行
政と連携する項目をすべて組み込む案を医師
会から提案し協定内容の検討を進めました。
　年度が明けて、2022年₄月19日に協定に関
する記者会見を行いました。

₃　医療連携協定締結後のいわき市との連携
の状況

　2022年₆月にいわき市医師会の役員選挙が
あり、₇月の理事会で上記①～⑦の分野につ
いて担当副会長および複数の担当理事を決定
しました。
　同10月11日に健康づくり推進課、10月20日
に地域医療課、11月17日に地域包括ケア推進
課と協議の場を持ちました。それぞれ、行政
からは₃～₄人、医師会・病院協議会からは
₈～₉人が参加しました。会議は、行政から
年間の主な政策について説明を受けながら、
随時医師会から質問するほか意見を述べる形
で進めました。
　これまでは各課の運営する会議の開催につ
いて意見する形が多かったのですが、各課の
年間の取り組みについて包括的な協議を行う
ことで密度の濃い意見交換を行うことができ
ました。

₄　健診・がん検診受診率向上のための「健
診健康出前講座」

　上記の活動の中で、特に健診・がん検診受
診率向上のための取り組みが決定的に重要で
あるとの合意が得られました。
　2022年12月26日に上記₃課から₅名と医師
会・病院協議会₅名による「健診・がん検診

受診率向上のための協議会」を開催しまし
た。協議の中で、最重要課題は健診・がん検
診受診率の向上と受動喫煙防止・禁煙活動で
あることが確認されました。
　これまでよりも効果的な方法として、15分
以内のわかりやすいビデオを作成し、小さな
集会場や職域で「健診健康出前講座」を展開
するため準備を進めています。
　職域での「健診健康出前講座」については
同12月19日に開催した「いわき市商工会議所
との協議会」において意見交換しており、商
工会議所・ＪＡなど職種ごとの団体と連携し
て展開していく予定です。

₅　医師・医療介護従事者確保のための小中
学生に対する「いのちの授業」

　2021年₉月にいわき市長に就任した内田広
之氏は、医師不足を最大の課題として教育の
面からのアプローチを掲げてきました。現在、
市長が主宰するいわき市医療構想会議で検討
が進められています。
　医師会としては、少子高齢化の中で医師だ
けでなく医療介護従事者を確保するために小
中学生に働きかけることを重視して取り組ん
でまいりました。
　2023年度に小中学生に対する「いのちの授
業」（認知症・医療介護の多職種・がんタバコ）
を行うことにしております。
　小学₄年生と中学₁年生に認知症、小学₅
年生と中学₂年生に医療介護の多職種、小学
₆年生と中学₃年生にがん・タバコの授業を
行います。授業用ビデオを作成し、外部講師
研修会を2022年₆月20日と同11月30日に開催
しました。
　いわき市教育委員会にも授業について説明
し、₆月の研修会に参加していただきました。
教育委員会としても「コロナ禍のために医療
機関や介護施設への見学などができず、ビデ
オを見ながらの授業について大変有意義であ
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る」との意見でした。
　2022年度は、試験的に授業用ビデオを用い
て授業を行ってきました。感想文を提出して
もらうと、小中学生は授業の内容をよく理解
してくれていることがわかります。がん・タ
バコの授業では、「親がタバコを吸うので授
業の内容を説明したい」「健診・がん検診を
受けるよう家族に勧めたい」などの意見があ
り、医療介護の多職種の授業では「訪問看護
師や介護支援専門員、理学療法士が、利用者
の方がその人らしく過ごせるように仕事して
いるのがすごい」「医療・介護の仕事をして
みたい」などと感想文を書いてくれています。
　同₈月には磐城高校・医学部進学コース初
年度₁年生の20数名に対して、₃週にわたり
磐陽ゼミと称して講義とグループワークを行
いました。「いわきの医師不足の原因と解決
方法」について、議論を交わし様々な意見を
出してくれました。「現役の医師の話を聞け
て参考になったが、医療介護について小中学
生の時に話を聞けたらいい」との意見があり、

心強く感じました。
　同12月28日現在、外部講師は医師28名、薬
剤師26名、その他多職種の方18名で、合計72
名となっています。今後もう一回、外部講師
研修会を開催し、100名をめざします。
　12月28日に市長と₁時間懇談した中で小中
学生に対する「いのちの授業」について説明
し、全面的な協力をいただくことになりまし
た。

おわりに
　行政と郡市地域医師会の連携について、複
数の市町村と対応しなければならない郡市地
域医師会においては困難な点が多いのではな
いかと推察しております。今回の活動報告が、
各地域において少しでも参考になればと考え
ております。
　小中学生に対する「いのちの授業」につい
ては、新しい取り組みとして思い切って進め
てきております。事業が展開できましたら、
改めて報告させていただきたいと思います。


